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凶
作

P
口
仏
M
N
・
一
門
ト
吋
O
O
F
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ム
者
忙
絞
o

'

ハ

之
れ
陀
反
Lγ
ー
日
本
花
M
F
け
る
出
入
品
み
は
其
研
・
%
の
方
訟
に
i
て
宜
L
、
今
、
市
営
符
九
百
五
年
に
初
め
て
第
十
州
を
日
公
に
し
ヤ
ド
る
本
書
以
ト
ナ
中
山
ゐ

れ
一
日
い
日
い
ね
れ
付
け
れ
れ
れ
副
館
内
れ
い
い
切
れ
一
九
月
美
術
暴
行
ι苦
玖
先
制
し
を
。
統
計
十

手
品
ベ
℃
御
批
一
冊
(
ぜ
か

γ
引

制

加

に

侍

一
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一

二

冊

何

れ

宅

専

門

史

家

の

祭

仁

成

れ

る

ρ
も
の
な
れ
ば
、
今

日
本
の
如
ゐ
新
準
の
胤
…
術
随
一
κ
於
て
、
必
要
な
る

ιの
は
、
戦
川
崎
の
功
名
者
一
後
少
く

4
数
十
年
間
以
英
剛
山
ん
の
オ
ヅ
ソ
リ
チ
!
と
し
て

ι
?
3
Lて
‘
附
?
っ
戦
坊
の
娘
一
牲
者
忙
有
ウ
ん
侭
恋
日
べ
生
、
が
如
斗
、
告
の
一
推
稲

3
る
L

、
な
ら
ん
、
ム
河
川
詳
細
な
み
書
吹
を
制
げ
地
岡

似
川
区
日
慌
の
峨
牧
民
於
て
死
守

J

‘
刊
号
身
な
1
7
、
依
命
を
今
日
に
み
ム
ふ
す
る
は
一
采
岡
附
・
袋
一
を
添
え
日
銀
は
年
決
慨
仁
つ
く
1

り
日
一
お
引
を
弘

之
れ
一
六
の
脇
な
り
、
余
は
此
一
本
を
間
総
ず
る
ん
骨
に
感
慨
の
か
品
、
附
け
丘
北
つ
一
‘一

附
じ
あ
れ
ば
参
目
考
書
と
し
て
は
先
づ
以
て
巾
八
万
な
し
。
一
合

る
巻
町
凶
ゆ
、
希
(
ば
倣
命
の
渇
j
b
ん
限
り
}
日
本
vh
於
り
あ
芳
賀
な
る
史
風
一

の
絡
ん
は
?
」
な
り
ト
、
後
援
者
と
な
り
て
研
一
見
広
従
事
数
段
存
候
u

・
一
山
知
一
考
書

ιし
て
府
絞
な
る
の
み
か
、
概
し
て
十

l
〆
ゾ
ル

美

L
土
議
の
下
に
誌
に
協
力
の
統
制
作
ナ
、
我
徒
四
千
の
師
初
心
を
二
な
れ
ば
-
英
側
史
仁
趣
味
を
有
す
る
人
は
一
部
を
舎
新
仁

いに
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泊
四
一
撃
を
助
一
砂
、
日
本
の
際
総
義
・
殺
虫
ー
し
て
一
見
h
k

一
甘
い
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間
際
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可
し
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時
叫
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し
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滋
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縫
-
〈
一
航
れ
て
純
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湯
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す
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舎
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大
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右
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史
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滋
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な
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験
一
一
一
十
一
一
帯
講
堂
に
於
て
問
m
m
せ
ち
札
敬
授
州
人
口
貞
一
氏
の
附
曾
之
館
日
礼
次
述
せ

b
札
〕
方
向
慾
的
な
る
と
共
に
他
-
万
頗
る
紳
紛
的
な
る
彼
が
詩
は
民
(

ぎ
教
授
小
山
内
識
氏
は
認
問
題
b

と
附
砲
し
畿
術
と
終
化
、
伶
人
と
議
術
等
の
其
閥
民
性
岳
代
表
せ
る
も
の
な
る
が
枇
/
問
問
題
、
.
住
所
問
題
を
知
識
ぜ
あ
杭

問
題
長
腕
で
其
磁
組
を
述
べ
ら
れ
次
に
生
防
長
江
氏
は
町
批
評
と
創
作
b

h

u

非
ず
し
て
感
嘆
L
K
る
彼
の
詩
説
。
亦
官
民
に
彼
が
半
生
の
除
憾
た
る
努
力
の
総

る
閣
下
に
郵
術
と
人
生
と
の
蹴
係
よ
1
1
説
組
L
郵
術
の
立
義
及
び
其
樹
立
等
m
m
k
外
な
ら
、
ず
と
結
一
ば
れ
救
援
隠
滅
孤
撚
氏
の
挟
吋
あ
り
て
五
時
必
'
M引
散
命
官

の
問
題
よ
り
批
許
論
に
入
り
日
山
花
一
作
物
の
債
総
を
知
り
川
村
お
批
評
家
は

ζ

れ

L
K
り
さ
附
闘
に
飾
的
日
は
総
問
的
関
長
を
初
め
問
中
一
点
、
永
井
純
風
、
納
戸
川
棚

一
夫
其
作
家

k
p得
る
の
資
絡
忘
る
唱
の
な
M
V
と
述
べ
批
静
最
後
の
悩
倒
的
ほ
創
作
、
僚
綴
育
波
、
一
小
林
札
木
、
川
仰
木
梢
ベ
拠
謝
野
縦
幹
諸
氏
以
下
痢
金
六
、
自

作
を
全
然
超
越
す
る
‘
所
に
至
る
に
渇

P
批
静
の
骨
骨
般
は
究
官
民
放
に
存
?
と

h

‘
除
名
の
出
席
渇
り
て
非
常
の
様
曾
を
緩
め
た
り
ハ

p
-
ホご

結
ぼ
れ
た
り
次
長
波
戸
川
秋
骨
氏
は
い
守
典
実
感

ι現
代
女

mb
と
題
L
一

川

、

4
1
:
S
F
t
r

-
も
い
角
、

1

勺

一

三

回

-

史

謬

曾

苅

命

日

'

女
般
の
器
礎
を
古
8
女

主

戚

b
ん
か
綿
花
火
現
代
安
定
戚
b
ん

と

す

る

~

J

-

r

I

E

C

E

1

6

t

か
は
比
諮
絡
え
ず
る
所
の
論
争
な
る
が
然
し
一
方
の
μ
り
を
詳
露
一
L
て
他
方
を
一
一
同
曾
第
六
問
例
曾
は
去
月
廿
九
日
午
後
一
一
時
φ
よ
り
陵
総
.
訴
訟
大
事
廿
側
帯

排
斥
せ
ん
と
す
る
は
共
民
共
常
務
…
b
v
得
た
る
自
の
に
非
ず
ん
と
の
前
提
よ
り
詑
~
議
堂
氏
於
て
開
催
せ

b
れ
秋
波
同
巾
率
一
一
郎
氏
の
総
拶
h

礼
次
M

守
秘
授
傘
同
成

代
交
撃
は
科
県
を
器
械
と
す
る
近
代
枇
舎
の
建
物
な
る
を
以
て
直
に
斥
(
る
一
・
来
氏
は
句
日
本
版
刻
術
の
、
進
歩
は
就
て
」
と
腿
L
多
年
苓
絞
せ
る
材
料
を
持

は
絞
れ
り
然
L
誠
何
人
は
生
慾
附
題
も
生
活
問
樋
容
を
取
扱
ふ
近
代
交
般
の
み
一
参
せ

b
れ
て
先
づ
日
本
人
の
間
版
せ
る
古
帯
日
終
よ
り
鋭
恕
L
世
界
最
古
の
t

比
て
は
満
足
す
る
ζ

と
を
符
ず
即
ち
古
典
夫
問
中
等
必
要
な
る
白
の
な
り
是
札
一
一
印
刷
物
た
る
法
隙
守
百
鴎
撚
巾
日
仏
政
ul
る
償
支
争
引
き
凡
て
各
閥
古
代
の
印

刷
物
は
宗
教
に
闘
7
る
告
の
な
り
と
述
べ
更
に
書
籍
後
訟
の
郷
憶
に
就
与
¥
倣

恰
6
近
代
・
実
態
・
は
滋
養
物
の
如
‘
・
9
8
の

に

仁

て

古

典

究

療

は

常

食

の

如

予

告

ー

平
及
ぴ
線
合
時
代
の
野
山
版
ド
務
日
版
、
南
北
拐
の
五
山
版
、
浅
は
於
け
る

の
な
り
故
に
此
雨
者
付
共
に
一
砂
切
な
る
患
の
な
り

ι述
べ

3
れ
ど
抗
日
人
は
現
‘
級
品
背
〈
泳
卒
十
八
年
〉
総
書
ハ
天
女
年
問
)

p

の
鮒
刻
、
女
滅
役
以
来
治
学
輪

代
に
生
長
田
仰
る
自
の
な
芯
を
以
て
現
代
の
女
取
を
主
と
し
て
滋
む
は
最
告
其
入
後
に
於
け
る
害
総
刊
行
等
の
官
や
よ
り
娯
鍛
的
出
版
物
の
校
法
に
移
り
線
合

宜
を
討
ち
の
リ
ち
の
な
る
べ

L
と
結
ぼ
れ
た
ザ
最
後
に
女
科
胸
間
卜
討
敏
氏
は
山
川
淵
引
絞
の
給
券
物
べ
足
利
時
代
の
御
伽
草
子
z

徳
川
時
代
の
奈
一
品
給
水
、

内
新
時
代
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初
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治
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